
抗MRSA薬であるバンコマイシンについて血中濃度測定を実施し、 TDM解析率を示したグラフである。

投与期間が2日以内の患者は除外している。 VCMは届出制の抗菌薬に該当し、更なるTDM遵守率の向上が望まれる。

 VCMの使用量が増加している背景として、急性期病院より脳卒中患者の早期 転入の促進により、

MRSA感染が増加したことが考えられる。 今後、リネゾリドの影響も考慮を必要とする。 


